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ドイツの緑の心臓 
テューリンゲンの森を歩く
ドイツには豊かな自然があり、トレッキングやハイキングを楽しめる全長 20万キロの遊歩道や 7万	
キロのサイクリングロードが整備されている。昨年からのコロナ禍で移動範囲の規制が施行されたこと
もあり、自然に癒しを求める人が急増した。国土のほぼ中央に位置するテューリンゲン州は「ドイツの
緑の心臓」といわれ、休日や週末にはハイカーでにぎわう散策のメッカ。今回は文豪ゲーテのお気に入
りだった「テューリンゲンの森」を紹介する。

テューリンゲンテューリンゲン

Germany

1
Thüringer
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テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
で
ハ
イ
キ
ン
グ

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
は
、
北
西
の
ヴ
ェ
ラ
川
か
ら

南
東
部
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
ヴ
ァ
ル
ド
ま
で
全
長
約
1
5
0

キ
ロ
に
及
ぶ
中
低
山
地
に
広
が
る
。
森
林
は
、
ト
ウ 

ヒ
、
マ
ツ
、
モ
ミ
の
木
な
ど
針
葉
樹
が
約
6
割
、
ブ
ナ
、

オ
ー
ク
、シ
ラ
カ
バ
な
ど
の
広
葉
樹
が
約
4
割
を
占
め
、

豊
か
な
自
然
と
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
の
森
の
中
で
も
特
に
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
「
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
」
を
歩
い
て
み
よ
う
。
標

高
数
千
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
を
目
指
す
登
山
の
よ
う
に
大

が
か
り
な
装
備
や
準
備
は
必
要
な
く
、
た
だ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
気
分
転
換
を
目
的
に
森
を
歩
く
の
が
ド
イ
ツ
流

の
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
、
普
段
森
を

あ
ま
り
散
策
し
な
い
人
た
ち
に
も
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

な
る
と
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
協
会
が

1
8
9
6
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
徐
々
に
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。
コ
ー
ス
の
一
部
は
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
の

1
9
9
0
年
ま
で
西
と
東
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
国

境
地
帯
は
立
ち
入
り
禁
止
だ
っ
た
た
め
、
道
中
に
は
手

つ
か
ず
の
大
自
然
が
今
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

南
部
の
黒
い
森
と
は
大
き
く
異
な
る
点
だ
。

同
コ
ー
ス
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
の
尾
根
伝
い

に
広
が
り
、
眺
望
が
大
変
良
い
。
ど
の
コ
ー
ス
も
標
高

1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
比
較
的
穏
や
か
な
道
の

り
は
、
初
心
者
や
家
族
連
れ
に
も
最
適
だ
。

具
体
的
に
は
、
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
近
郊
の
街
へ
ル
シ
ェ 

ル
か
ら
ブ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ま
で
の
全
長
約

1
6
9
キ
ロ
に
8
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
全
コ
ー
ス
を

巡
る
に
は
数
日
必
要
だ
が
、
宿
泊
先
ま
で
重
い
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
届
け
て
く
れ
る
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

れ
ば
身
軽
に
散
策
で
き
る
。

ま
ず
は
ど
れ
か
1
コ
ー
ス
だ
け
を
巡
っ
て
み
る
の

も
い
い
だ
ろ
う
。
ど
の
コ
ー
ス
も
全
長
10
キ
ロ
か
ら
25

キ
ロ
ほ
ど
と
、
日
帰
り
で
歩
い
て
回
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
途
中
で
天
候
が
崩
れ
て
も
、
1
コ
ー
ス
な
ら

何
と
か
歩
け
る
距
離
だ
。
ち
な
み
に
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク

（R
en

n
steig

）
の
頭
文
字
Ｒ
が
表
記
さ
れ
た
標
識
を

目
印
に
進
め
ば
、
迷
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

と
は
い
え
、
森
の
中
で
は
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
事
前
に
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
の
ハ
イ

キ
ン
グ
ル
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
ル
ー
ト
や
所
要
時
間

を
把
握
し
て
お
け
ば
、
不
意
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
困
ら

ず
に
済
む
だ
ろ
う
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ 

「
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
」
へ

レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
へ
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
州

都
エ
ア
フ
ル
ト
中
央
駅
や
ゴ
ー
タ
駅
か
ら
電
車
や
バ
ス

を
利
用
す
れ
ば
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

ゴ
ー
タ
駅
前
か
ら
バ
ス
で
ハ
イ
キ
ン
グ
の
起
点
エ
ベ 

ル
ツ
ウ
ィ
ー
ゼ
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
な
だ
ら
か
な
山
あ
い
に
ベ
ル
ク
湖
が
見
え
て
く

る
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
流
れ
る
空
気
が
こ
れ
ま
で
と

は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
だ
ろ

う
。
標
高
7
8
0
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
湖
の
水
温
は
8 

度
。
夏
に
は
湖
畔
で
日
光
浴
を
し
た
リ
、
疲
れ
た
足
を

水
に
つ
け
て
一
休
み
す
る
隠
れ
た
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

ベ
ル
ク
湖
か
ら
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
へ
向
か
っ
て
み

よ
う
。
こ
の
街
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
の
高
台
に

位
置
し
、
澄
み
切
っ
た
山
の
空
気
に
包
ま
れ
た
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
国
際
競
技
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
住
民

約
1
6
5
0
人
に
対
し
、
旅
行
者
は
年
間
10
万
人
以

上
と
い
い
、
観
光
が
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
や
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
他
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
保
養
を
目
的
と

し
て
訪
れ
る
人
も
多
く
、
旅
行
客
に
と
て
も
友
好
的
な

街
な
の
で
、
こ
の
地
に
1
泊
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

山
岳
植
物
の
宝
庫
と 

大
パ
ノ
ラ
マ
展
望
台
へ

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
の
必
見
ス
ポ
ッ
ト
「
レ
ン
シ
ュ

タ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
」
に
は
、
ホ
テ
ル
か
ら
出
て
い
る
バ

ス
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
2
0
2
0
年
に
設
立
50
周

年
を
迎
え
た
こ
の
山
岳
植
物
園
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

ア
ジ
ア
、
南
北
米
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
植
物

4
0
0
0
種
以
上
が
7
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷

地
に
点
在
し
て
い
る
。
標
高
8
7
0
メ
ー
ト
ル
、
年

間
平
均
気
温
は
4
・
2
度
、
1
年
の
う
ち
約
1
5
0

日
が
積
雪
す
る
地
帯
で
、
植
物
の
生
命
力
を
感
じ
る
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
広
大
な
園
内
の
管
理
を
担
当
す
る

の
は
た
っ
た
4
人
の
専
門
家
だ
と
い
う
。
案
内
し
て
く

れ
る
彼
ら
の
話
を
聞
け
ば
、
植
物
へ
の
熱
意
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

次
に
向
か
う
の
は
、
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
に
来
た
ら
必

ず
足
を
運
び
た
い
「
ブ
レ
ン
ク
ナ
ー
展
望
台
」。
標
高

9
7
0
メ
ー
ト
ル
と
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
で
一
番
高
い
地

点
に
あ
る
展
望
台
か
ら
見
下
ろ
す
、
目
の
前
に
広
が
る

大
自
然
、
麓
の
街
ズ
ー
ル
や
遠
方
の
コ
ー
ブ
ル
ク
ま

で
の
景
観
は
圧
巻
だ
。
高
台
に
佇
む
人
、
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け
る
人
、
持
参
し
た
コ
ー
ヒ
ー

や
軽
食
を
楽
し
む
人
な
ど
、
こ
こ
で
は
ゆ
っ
く
り
と

23

4
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穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
る
。
し
ば
し
時
を
忘
れ
、

日
常
の
喧
騒
か
ら
解
き
放
た
れ
る
瞬
間
だ
。

文
豪
ゲ
ー
テ
も
頻
繁
に
散
策
し
た
森

展
望
台
を
後
に
し
て
、
次
の
宿
泊
地
と
な
る
シ
ュ

ミ
ー
デ
フ
ェ
ル
ド
へ
向
か
お
う
。
部
屋
に
荷
物
を
置
い

た
ら
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
に
佇
む
レ
ン
シ
ュ
タ
イ

ク
駅
へ
。「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
駅
？
」
と
思
う
ほ
ど
周

辺
は
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
が
、
電
車
は
レ
ン
シ
ュ
タ

イ
ク
と
イ
ル
メ
ナ
ウ
間
を
1
日
４
往
復
し
て
い
る
そ
う

だ
。
週
末
と
祝
日
は
、
エ
ア
フ
ル
ト
中
央
駅
か
ら
イ
ル

メ
ナ
ウ
を
経
て
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
駅
間
を
走
行
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
客
の
足
と
し
て
重
宝
さ
れ

て
い
る
。

ち
な
み
に
、
エ
ア
フ
ル
ト
か
ら
30
キ
ロ
南
西
に
位
置

す
る
街
イ
ル
メ
ナ
ウ
は
、
か
つ
て
鉱
山
産
業
が
盛
ん
な

温
泉
保
養
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
。
文
豪
ゲ
ー
テ

は
イ
ル
メ
ナ
ウ
の
行
政
官
と
し
て
勤
務
し
た
時
期
が
あ

り
、
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
へ

足
し
げ
く
通
っ
た
そ
う
だ
。

レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
駅
で
は
、
構
内
に
あ
る
カ
フ
ェ

「
1
番
線
」
に
入
り
、一
休
み
し
よ
う
。
ケ
ー
キ
と
コ
ー

ヒ
ー
で
英
気
を
養
い
、
い
よ
い
よ
待
望
の
野
生
動
物

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
へ
。

野
生
動
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で 

魅
惑
の
世
界
へ

ガ
イ
ド
に
従
っ
て
、
イ
ル
メ
ナ
ウ
地
区
の
街
フ
ラ
ウ
エ 

ン
ヴ
ァ
ル
ト
か
ら
森
林
に
入
り
、
10
分
ほ
ど
歩
く
と
、

自
然
環
境
及
び
動
物
保
護
地
区
内
に
あ
る
、
野
生
動
物

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
小
屋
に
た
ど
り
着
く
。
同
地
区
は
野
生

動
物
生
息
地
と
し
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
が
同

行
し
な
け
れ
ば
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

運
が
良
け
れ
ば
、
周
辺
に
生
息
す
る
シ
カ
や
キ
ツ

ネ
、
イ
タ
チ
、
ヤ
マ
ネ
コ
を
観
察
で
き
る
ら
し
い
。
時

に
は
シ
カ
同
士
が
角
を
突
き
合
わ
せ
て
喧
嘩
す
る
シ
ー

ン
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
野
生
動
物
は
音

に
敏
感
な
た
め
、
極
力
話
を
し
な
い
こ
と
、
不
要
な
音

を
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
の
注
意
事
項
を
ガ
イ
ド
が
教
え

て
く
れ
る
。
小
屋
に
入
り
数
分
す
る
と
、
ガ
イ
ド
が
ま

い
た
エ
サ
の
匂
い
に
つ
ら
れ
て
、
シ
カ
の
群
れ
が
目
前

に
や
っ
て
く
る
。
息
を
ひ
そ
め
目
を
凝
ら
し
て
動
物
の

動
作
を
眺
め
続
け
て
い
る
と
、
エ
サ
を
食
べ
た
り
、
腹

ご
な
し
に
横
に
な
っ
た
り
と
、
大
変
興
味
深
い
シ
ー
ン

に
出
会
え
る
。
沈
黙
の
中
で
動
物
を
観
察
し
て
い
る
間

は
、
現
実
か
ら
逃
避
し
た
静
寂
の
世
界
。
心
が
洗
わ
れ

る
よ
う
な
ひ
と
と
き
だ
。

生
物
多
様
性
の
宝
庫

翌
日
は
、
ホ
テ
ル
の
近
く
に
あ
る
森
の
中
を
歩
き
、

生
物
多
様
性
の
重
要
性
と
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
森
は
ユ
ネ
ス
コ
生
物
（
生 

息
）
圏
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
森
林

は
、
約
半
分
が
私
有
、
約
3
割
が
国
有
、
残
り
の
約
2

割
が
州
あ
る
い
は
市
の
所
有
だ
そ
う
。
こ
こ
最
近
、
地

球
温
暖
化
に
よ
り
環
境
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
り
、
生

態
系
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代
に
継
承
す
る
環
境

や
多
様
な
生
物
の
保
護
は
世
界
共
通
の
課
題
だ
。

ド
イ
ツ
国
土
の
面
積
の
う
ち
、
森
林
の
割
合
は
3
割

ほ
ど
と
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
国
が
「
森

56
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の
国
」
と
い
わ
れ
る
理
由
は
、
国
民
と
森
の
距
離
の
近

さ
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
森
林
の
伐
採
量
が
成
長
量
を
超

え
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
の
は
森
林
官
だ
が
、
温
暖
化

に
よ
る
害
虫
被
害
が
年
々
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
何
年
も
か
け
て
成
長
し
た
森
林
が
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
速
さ
で
破
壊
さ
れ
、
刻
一
刻
と
失
わ
れ
つ
つ
あ 

り
、
森
林
保
存
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
元
の
伝
統
産
業
・
ガ
ラ
ス
工
芸

こ
の
周
辺
の
伝
統
的
な
産
業
の
一
つ
に
ガ
ラ
ス
工
芸

が
あ
る
。
中
で
も
産
業
の
中
心
地
だ
っ
た
ラ
ウ
シ
ャ
に

は
今
も
い
く
つ
か
工
房
が
あ
り
、
制
作
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
1
6
0
年
の
歴
史
を
誇
る
エ
リ
ア
ス
ガ
ラ
ス
工

房
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
や
グ
ラ
ス
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
製
造
過
程
と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の

見
学
が
で
き
る
。
職
人
の
高
い
技
術
を
継
承
す
る
必
要

性
を
感
じ
る
は
ず
だ
。
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
商
品
の
値
段

は
少
々
高
い
が
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
目
に
す
れ
ば
納
得

が
い
く
。

今
回
歩
い
た
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
は
、
2
～
3
泊
す
れ

ば
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
自
然
を
楽
し
め
る
。
道
中
に

急
勾
配
は
な
い
の
で
、
足
元
に
気
を
つ
け
る
必
要
は
あ

る
が
神
経
質
に
な
ら
ず
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
日

が
終
わ
る
と
、
心
地
よ
い
疲
れ
で
心
も
満
た
さ
れ
る
。

旅
の
楽
し
み
の
一
つ
は
現
地
で
い
た
だ
く
食
事
だ

が
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
定
番
料

理
は
、
食
べ
応
え
の
あ
る
肉
料
理
が

中
心
。
さ
す
が
に
毎
日
は
食
べ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
た
っ
ぷ
り
歩
い
た
後
は
そ
ん

な
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
、
や
は

り
肉
料
理
を
選
ん
で
し
ま
う
。
地
元

産
の
黒
ビ
ー
ル
に
合
わ
せ
れ
ば
、
何

を
食
べ
て
も
お
い
し
い
と
感
じ
る

に
違
い
な
い
。

（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 

典
子
）

●	テューリンゲン州観光局	
www.thueringen-entdecken.de/urlaub-hotel-reisen

●	ハイキングルート・プランナー	
www.tourenportal-thueringer-wald.de

●	レンシュタイク・ロードマップ	
www.rennsteig.de/wandern

1 プレンクナーの展望台周辺は緑豊かな絶景　2 あちこちにある標識
にはレンシュタイクを意味するRの文字が　3 延々と続く緑の中にベ
ルク湖が現れる　4 ひんやりとした空気に包まれたベルク湖で一休み	
5 ハイキングコースの至るところにある休憩所　6 野生動物ウォッチ
ングは事前予約必須　7 意外な場所に位置するレンシュタイク駅　8 
大小さまざまで色鮮やかなガラス細工はお土産に最適　9 歩いた後は、
特大牛肉のグリルもペロリ　10 不思議なことに満腹でも食べられてし
まうデザート　11 木にも Rの指標があるので森の中でも安心　写真：
1・4・7・11 © Thüringer Tourismus GmbH、2・3・5・6・8・9・
10 © norikospitznagel
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Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  Kat 15, No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey 
TEL: +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
e-mail removal.istanbul@neeur.com

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

トルコ日通
www.nipponexpress.com/moving/tr

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
魅
力
と
い
え
ば
、

や
は
り
街
の
象
徴
で
あ
る
海
峡
の
風

景
だ
ろ
う
。
マ
ル
マ
ラ
海
と
黒
海
を

つ
な
ぎ
、
3
つ
の
橋
が
架
か
る
全
長

約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ス
ポ
ラ
ス

海
峡
が
、
ア
ジ
ア
側
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

側
に
大
陸
を
隔
て
る
。
陸
か
ら
眺
め

る
の
も
良
い
が
、
ど
う
せ
な
ら
船
上

か
ら
の
景
色
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

観
光
目
的
だ
と
1
時
間
半
ほ
ど
で

海
峡
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
回
る
シ
ョ
ー

ト
ツ
ア
ー
や
、
黒
海
側
に
一
番
近
い

港
ま
で
行
く
ロ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
あ

る
。
特
別
な
日
の
思
い
出
作
り
に
個

人
や
グ
ル
ー
プ
で
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を

予
約
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ロ
ー

カ
ル
な
連
絡
船
を
使
え
ば
少
な
い
出

費
で
丸
1
日
楽
し
め
る
。
他
に
も
定

期
船
が
縦
横
無
尽
に
航
路
を
結
ん
で

い
る
の
で
、
時
間
が
許
せ
ば
思
い
つ

く
ま
ま
乗
り
込
ん
で
し
ま
う
の
も
手

だ
。
気
の
赴
く
ま
ま
に
下
船
し
て
、

食
事
や
散
策
を
す
る
の
も
楽
し
い
。

デ
ッ
キ
に
腰
掛
け
、
追
い
か
け
て
く

る
カ
モ
メ
に
目
を
や
り
、
歴
史
的
な

建
築
物
や
遺
跡
、
漁
船
や
海
峡
沿
い

の
別
荘
を
眺
め
て
い
れ
ば
飽
き
る
こ

と
が
な
い
だ
ろ
う
。
帰
り
を
急
ぐ
な

ら
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
戻
る
こ
と
も

で
き
る
。

旅
の
途
中
で
訪
れ
た
い
街
が
海
峡

を
挟
ん
だ
場
所
に
あ
る
な
ら
、
迷
わ

ず
船
で
の
移
動
を
お
勧
め
す
る
。
例

え
ば
ウ
ス
キ
ュ
ダ
ル
と
ベ
シ
ク
タ

シ
ュ
間
の
移
動
な
ど
は
、
陸
路
を
使

う
よ
り
も
は
る
か
に
時
間
が
短
縮
で

き
、
交
通
渋
滞
も
な
く
非
常
に
便 

利
。
海
峡
の
風
を
頬
に
受
け
れ
ば
、

あ
な
た
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
虜
に
な

る
だ
ろ
う
。	

（
ト
モ
エ 

ダ
ー
ル
）

［ トルコ ● イスタンブル ］

ボスポラスの風に吹かれて

海峡のある風景

Turkey

INFORMATION
イスタンブル市・公式フェリー 
Şehir Hatları 
www.sehirhatlari.istanbul

1 海辺の暮らしが垣間見られる　2 ヨーグルトで有名
なカンルジャの港　3 海峡の最も狭い場所に位置する
要塞ルメリ・ヒサル　写真：© tomoedagli
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www.nipponexpress.com/moving/frフランス日通
公式サイト ：

フランス日本通運 パリ海外引越センター
お問い合わせは、日本語でどうぞ。
1 rue du Chapelier, BP 18177   95702 ROISSY CDG CEDEX

TEL +33 (0)1-4184 6350 E-MAIL  nittsu.paris@neeur.com

2
0
1
5
年
、
マ
レ
地
区
に
１

号
店
が
誕
生
し
て
以
来
、
パ
リ
ジ
ェ

ン
ヌ
た
ち
の
心
を
鷲
づ
か
み
に
し
、

2
0
1
8
年
に
は
パ
リ
中
心
の
サ

ン
ト
ノ
ー
レ
通
り
に
1
2
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
2
号
店
を
オ
ー

プ
ン
し
た
「
メ
ゾ
ン
・
プ
リ
ソ
ン
」。

オ
ー
ナ
ー
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で

長
年
活
躍
し
た
後
、
食
の
世
界
に
転

身
し
た
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
・
プ
リ
ソ
ン

氏
。「
近
年
パ
リ
で
減
少
し
て
い
る
、

個
人
商
店
で
食
品
を
買
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
復
活
さ
せ
た
か
っ
た
の
で

す
。
全
国
の
小
規
模
生
産
者
を
巡
っ

て
厳
選
し
た
食
材
、
約
6
0
0
0

ア
イ
テ
ム
を
集
め
ま
し
た
」
と
語
る
。

1
階
に
は
パ
リ
近
郊
で
採
れ
た
野

菜
や
果
物
、
極
上
の
肉
や
パ
テ
な
ど

の
シ
ャ
ル
キ
ト
リ
ー
、
さ
ま
ざ
ま
な

乳
製
品
、
テ
リ
ー
ヌ
な
ど
の
惣
菜
、

著
名
パ
テ
ィ
シ
エ
の
看
板
ス
イ
ー
ツ

な
ど
を
扱
っ
た
店
が
連
な
る
。
2
階

に
は
ワ
イ
ン
カ
ー
ヴ
の
他
、
食エ
ピ
ス
リ
ー

料
品

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
パ
ス
タ
や
缶

詰
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
チ
ョ
コ
レ	

ー
ト
、
紅
茶
、
ジ
ャ
ム
、
蜂
蜜
な
ど

が
並
び
、
こ
こ
だ
け
で
パ
リ
の
お
土

産
を
見
繕
う
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

ま
た
、
ル
・
ク
ル
ー
ゼ
を
は
じ
め
人

気
メ
ー
カ
ー
の
キ
ッ
チ
ン
用
品
、
厳

選
さ
れ
た
年
代
物
の
食
器
、
同
店

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
、

キ
ッ
チ
ン
周
り
の
雑
貨
も
販
売
。

外
の
テ
ラ
ス
席
や
地
階
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
楽
し

め
る
。
パ
リ
随
一
の
お
し
ゃ
れ
な
地

区
で
、
洗
練
さ
れ
た
上
質
な
モ
ノ
を

選
べ
る
、
と
い
う
雰
囲
気
も
人
気
の

秘
訣
だ
。	

（
魚
住 

桜
子
）

［ フランス ● パリ ］

パリの食のこだわりが詰まった食材のセレクトショップ

メゾン・プリソン

INFORMATION
メゾン・プリソン・サントノーレ 
Maison Plisson Saint Honoré

35, Place du Marché de Saint Honoré 75001 Paris 
01 83 97 96 96 

www.lamaisonplisson.com
時間：8:30 – 21:00 

無休

France
1 １階の中央には新鮮な野菜や果物がズラリと並ぶ　2 
品質にこだわったキッチン周りの雑貨コーナー　3 
オーナーのデルフィーヌ・プリソン氏　4 2階の厳選さ
れた食材はお土産にもぴったり　5 ヘルシーなのにボ
リュームたっぷりなランチが人気　写真：1・2・4・5 
© Romain Ricard、3 © Sylvie Castioni
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Nippon Express Belgium N.V.

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814
FAX +32 (0)2 751 9246  E-MAIL: neb.removal@neeur.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
1830 Machelen, Belgium

引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ

ベ
ル
ギ
ー
南
部
の
ナ
ミ
ュ
ー
ル

州
デ
ィ
ナ
ン
は
、
岩
山
が
連
な
る
渓

谷
に
あ
る
街
だ
。
街
の
前
に
は
北
フ

ラ
ン
ス
に
源
を
発
す
る
ム
ー
ズ
川
が

悠
々
と
流
れ
、
そ
の
後
背
に
は
高
さ	

1
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
岸
壁
が
連

な
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ナ
ン
は
「
神
聖

な
渓
谷
」
を
意
味
し
、
ケ
ル
ト
人
や

古
代
ロ
ー
マ
の
時
代
か
ら
東
西
の
交

通
の
要
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

緑
あ
ふ
れ
る
愛
ら
し
い
街
に
は
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
コ
レ
ジ
ア
ル
（
教	

会
）
や
断
崖
上
の
城
塞
、
サ
ッ
ク
ス

の
考
案
者
ア
ド
ル
フ
・
サ
ッ
ク
ス
の

家
、
修
道
士
が
生
ん
だ
傑
作
と
い
わ

れ
る
ア
ベ
イ
ビ
ー
ル
「
レ
フ
」
の
レ
フ

修
道
院
跡
に
建
て
ら
れ
た
「
メ
ゾ
ン
・	

レ
フ
」
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。
し	

か
し
デ
ィ
ナ
ン
の
魅
力
は
、
自
然
に	

恵
ま
れ
た
そ
の
独
特
な
地
形
に
あ	

る
。
劇
的
な
形
を
し
た
「
バ
イ
ヤ
ー
ル

の
岩
」
は
、
中
世
の
伝
説
「
エ
ー
モ
ン	

の
4
人
の
息
子
」
で
活
躍
す
る
魔
法

の
馬
「
バ
イ
ヤ
ー
ル
」
が
、
ム
ー
ズ

川
を
跳
ん
だ
際
に
そ
の
ひ
づ
め
で
亀

裂
を
入
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
車
幅

ぎ
り
ぎ
り
の
道
は
停
車
で
き
な
い
の

で
、
写
真
を
撮
る
な
ら
遠
方
か
ら
。

お
勧
め
は
、
ム
ー
ズ
川
の
左
岸
に
あ	

る
フ
レ
イ
ー
ル
城
。
16
世
紀
の
城
砦

を
2
0
0
年
か
け
て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

風
に
拡
張
。
内
部
の
装
飾
と
20
世
代

に
か
け
て
集
め
ら
れ
た
優
雅
な
家
具

や
絵
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
庭
師
ル
ノ
ー

ト
ル
様
式
の
庭
園
な
ど
か
ら
ミ
ニ
・

ベ
ル
サ
イ
ユ
と
称
さ
れ
る
ワ
ロ
ニ
ー

地
方
の
特
別
遺
産
だ
。
な
お
、
明
仁

上
皇
も
、
皇
太
子
時
代
の
1

	

9

	

8

	
9
	

年
に
当
城
を
ご
訪
問
さ
れ
て
い
る
。

	

（
宮
崎 
真
紀
）

［ ベルギー ● ディナン（ナミュール州） ］

岸壁と川に挟まれた美しい街

ディナンの街

INFORMATION
フレイール城 
Château de Freÿr
Freÿr 12, 5540 Hastière 
www.freyr.be
期間：4 月 1 日～ 11 月 15 日 土・日・祝／ 7 月 1 日～ 8 月 31 日 火～日 
休：月 
料金：8.5€（12 歳まで無料）

バイヤールの岩 
Rocher Bayard
Rue Defoin, 5500 Dinant（ディナンとアンスレムの間に位置する）

Belgium
1 高さ 40 メートルの圧倒的なバイヤール
の岩　2 川船でのクルーズも楽しめる風光
明媚なディナン　3 6 キロにわたる迷路や
並木道が素晴らしいフレイール城　写真：
1 © SebastienROBERTY、2 © WBT-JP 
Remy、3 © J. Pirson
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
HP: www.nipponexpress.com/moving/it
E-mail: removals.italy@neeur.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引越しは

日本だけでは

ありません！

［ イタリア ● ミラノ ］

美術館の中のおしゃれレストラン

カフェ・フェルナンダ

INFORMATION
カフェ・フェルナンダ 
Caffè Fernanda
Via Brera, 28, Milano 
+39 345 0504846 
www.caffefernanda.com
時間：火〜金9:30 – 17:00 
休：土・日・月

23

ミ
ラ
ノ
を
代
表
す
る
美
術
館
の
一

つ
「
ブ
レ
ラ
美
術
館
」。
元
々
は
美
術	

学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
、
学
校
が
収

集
し
て
い
た
美
術
品
を
一
般
公
開
す

る
形
で
1
8
0
9
年
に
美
術
館
が
誕	

生
し
た
。
ゆ
え
に
現
在
で
も
美
術
大

学
と
一
緒
に
な
っ
て
お
り
、
1
階
部

分
は
大
学
、
2
階
部
分
が
美
術
館
だ
。

同
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ビ
ス

ト
ロ
カ
フ
ェ
が
「
カ
フ
ェ
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
ダ
」。
店
名
は
同
美
術
館
が
戦

後
の
空
襲
か
ら
復
興
す
る
際
に
貢
献

し
、
同
館
初
の
女
性
館
長
と
な
っ
た

フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
に
由

来
す
る
。
そ
し
て
こ
の
カ
フ
ェ
の
厨

房
を
仕
切
る
の
も
女
性
シ
ェ
フ
、
ア	

ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
ダ
モ
だ
。
シ
ェ
フ
の	

出
身
地
で
あ
る
シ
チ
リ
ア
風
の
料
理

を
メ
イ
ン
に
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
メ
ニ
ュ	

ー
や
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に

至
る
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ

た
本
格
的
な
料
理
が
味
わ
え
る
。
素

材
に
も
こ
だ
わ
り
、
野
菜
は
身
体
障

害
者
、
難
民
、
元
受
刑
者
な
ど
の
問

題
を
抱
え
る
人
た
ち
に
よ
る
農
園
と

特
約
し
、
こ
の
店
の
た
め
だ
け
に
作

ら
れ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

ケ
ー
キ
な
ど
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー

や
、
ブ
ラ
マ
ン
テ
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
と	

い
っ
た
画
家
の
名
の
付
い
た
ハ
ン
バ	

ー
ガ
ー
な
ど
、
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
に
そ
ろ
っ
て
お
り
、
美
術
館
の
入

館
者
以
外
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
。

美
術
館
ら
し
い
重
厚
な
雰
囲
気
の

店
内
席
で
く
つ
ろ
ぐ
の
も
良
い
し
、

中
庭
を
見
下
ろ
す
回
廊
部
分
に
設
置

さ
れ
た
屋
外
の
テ
ラ
ス
席
も
気
分
が

良
い
。
美
術
館
は
も
う
訪
れ
た
と
い

う
人
は
カ
フ
ェ
だ
け
で
も
楽
し
む
価

値
あ
り
だ
。	

（
田
中 
美
貴
）

Italy1 美術館の雰囲気そのままのシックな店内　2 2
階の回廊部分を利用した屋外のテラス席　3 揚
げナスが入ったスパゲティ・アッラ・ノルマ

（14€）　4 タコのグリル、ポテトとガスパッチョ
添え（22€）　写真：© Caffè Fernanda

4

3

12
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スペイン日本通運（株）

Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

スペイン日通公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: nee.removal@neeur.com

ス
ペ
イ
ン
で
は
毎
年
8
月
に
な
る

と
複
数
の
都
市
で
「
セ
マ
ナ
・
グ
ラ

ン
デ
（
大
き
な
1
週
間
）」
と
呼
ば

れ
る
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
花
火
の
打

ち
上
げ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
１
週
間
に
渡
っ
て
行

わ
れ
る
他
、
移
動
遊
園
地
も
や
っ
て

く
る
。
中
で
も
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ン
の
セ
マ
ナ
・
グ
ラ
ン
デ
は
有
名

で
、
国
際
花
火
大
会
や
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
美
食
コ
ン
テ
ス
ト
、
伝

統
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
い
っ
た
多
彩
な

分
野
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。

メ
イ
ン
で
あ
る
「
国
際
打
ち
上
げ	

花
火
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
た
花
火
師
が
日
替
わ
り

で
ラ･

コ
ン
チ
ャ
湾
か
ら
花
火
を
打	

ち
上
げ
、
技
術
と
美
的
セ
ン
ス
を
競

う
。
夜
空
に
打
ち
上
が
る
花
火
が
海

面
に
映
し
出
さ
れ
る
格
別
な
光
景
は
、	

潮
風
を
感
じ
な
が
ら
観
賞
し
た
い
。

優
勝
者
は
最
終
日
に
発
表
さ
れ
る
。

名
物
と
な
っ
て
い
る
「
ヒ
ガ
ン
テ

ス
と
カ
ベ
ス
ド
ス
」
の
巨
大
人
形
も

見
逃
せ
な
い
。「
ヒ
ガ
ン
テ
ス
」
は

キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
神
様
や
王
族
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
高
さ
数
メ
ー

ト
ル
に
も
上
る
巨
大
人
形
で
、
周
り

で
演
奏
す
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と

共
に
街
を
礼
拝
堂
ま
で
パ
レ
ー
ド
す

る
。
一
方
、
頭
で
っ
か
ち
で
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
「
カ
ベ
ス
ド
ス
」
は
、
豚
皮

を
膨
ら
ま
せ
た
袋
で
通
行
人
を
叩
い

て
怖
が
ら
せ
る
。
追
い
か
け
て
く
る

カ
ベ
ス
ド
ス
か
ら
「
キ
ャ
ー
！
」
と

逃
げ
ま
わ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
セ

マ
ナ
・
グ
ラ
ン
デ
の
風
物
詩
だ
。
ス

ペ
イ
ン
ら
し
さ
が
詰
ま
っ
た
１
週
間

を
満
喫
し
た
い
。

	

（
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
大
田 

朋
子
）

［ スペイン ● サン・セバスティアン ］

巨大人形パレードに連夜花火で大盛り上がり

セマナ・グランデ

INFORMATION
セマナ・グランデ 
Semana Grand

（観光案内所）Alameda del Blvd., 8, 20003 Donostia-San Sebastian, Gipuzkoa 
+34 943 48 11 66 

www.sansebastianturismoa.eus
期間：2021 年 8 月 14 日〜 21 日 

料金：入場無料 
※ 2021 年の開催については最終決定がなされていません。 

ウェブサイトでご確認ください。（4 月時点）

Spain 1 祭り期間中に旧市街を散策し
ていると出くわす巨大人形たち　
2 毎晩 15 分にわたって行われる
打ち上げ花火コンクール　写真：
© Donostia San Sebastián 
Turismoa 

2 1
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初
夏
に
な
る
と
鮮
魚
店
の
看
板
に

「
ホ
ラ
ン
セ
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
」
と
い

う
文
字
が
躍
る
。
こ
れ
は
5
～
8
月

に
漁
獲
さ
れ
た
ニ
シ
ン
の
み
に
許
さ

れ
る
名
称
で
あ
る
。
ニ
シ
ン
は
年
間

を
通
し
て
漁
獲
さ
れ
る
が
、
初
夏
の

も
の
は
特
に
脂
の
乗
り
が
最
高
な
の

だ
。
ニ
シ
ン
の
初
競
り
は
伝
統
行
事

で
あ
り
、
企
業
が
ア
ッ
と
驚
く
高
額

で
競
り
落
と
す
と
、
そ
の
翌
日
か
ら

全
国
で
ホ
ラ
ン
セ
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
の

販
売
が
解
禁
と
な
る
。

デ
ン
ハ
ー
グ
に
あ
る
海
辺
の
街
ス

ヘ
フ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
で
は
、
毎
年
6
月

上
旬
に
ホ
ラ
ン
セ
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
の

初
漁
を
祝
う
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。

形
式
や
場
所
を
変
え
つ
つ
も
18
世
紀

か
ら
続
く
こ
の
祭
り
が
「
フ
ラ
ヘ
ッ

チ
ェ
ス
ダ
ハ
（
旗
の
日
）」
と
呼
ば

れ
る
の
は
、
か
つ
て
ニ
シ
ン
の
初
漁

に
出
る
船
を
何
百
枚
と
い
う
小
旗
で

飾
り
立
て
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
港

で
開
催
さ
れ
る
祭
り
に
は
約
20
万
人

が
訪
れ
、
旬
の
ニ
シ
ン
に
か
ぶ
り
付

き
な
が
ら
漁
船
を
見
学
し
た
り
、
船

乗
り
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
に
耳
を
傾

け
た
り
す
る
。
漁
村
だ
っ
た
こ
の
街

特
有
の
郷
土
服
を
着
用
し
た
地
元
の

人
々
が
、
昔
な
が
ら
の
手
仕
事
を
披

露
し
た
り
、
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
か
れ
た
り
と
、
イ
ベ
ン
ト
は
多
岐

に
わ
た
り
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
。

な
お
、
ホ
ラ
ン
セ
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ

は
生
食
で
は
な
い
。
内
臓
を
処
理
す

る
際
に
残
さ
れ
る
膵
臓
か
ら
出
る
酵

素
と
共
に
塩
漬
け
し
熟
成
さ
せ
た

後
、
食
の
安
全
上
、
凍
結
処
理
を
施

し
て
い
る
た
め
、
刺
身
と
は
ま
た
違

う
独
特
な
味
と
食
感
が
楽
し
め
る
。

	

（
東
風 

伊
吹
）

INFORMATION
フラヘッチェスダハ・スヘフェニンゲン 

Vlaggetjesdag Scheveningen
Haven Scheveningen, Den Haag 

1e Haven (Visafslag)及び 2e Haven (Dr. Lelykade)周辺 
www.vlaggetjesdag.com

日時：6 月上旬～中旬、10:00 頃 – 20:00 頃 
（詳細はウェブサイトで要確認） 

料金：入場無料

1 販売が解禁されたばかりの旬のニシン「ホランセ・ニューウェ」
を頬張る　2 郷土服をまとった人々の手仕事も見学できる　写真：© 
Stichting Vlaggetjesdag Scheveningen

The Netherlands

［ オランダ ● スヘフェニンゲン ］

脂の乗った初夏の味を堪能する

ニシンの初漁祭フラヘッチェスダハ

12

オランダ日本通運アムステルダム引越センター 　　  AMSTERDAM REMOVAL CENTER 24 CESSNALAAN, SCHIPOL-RIJK 1119NL 
TEL: +31(0)20-500-5200　FAX: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-MAIL: removals@neeur.com

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック



13 •  H e a r t l i n e r  C l u b

フランスのボルドー産ワインというと、まず思い浮か

ぶのは赤かもしれません。しかしながら、年間生産量は

全体の 1割ほどですが、ボルドー・ブランと呼ばれる洗

練された秀逸な辛口の白も、静かな人気を博しています。

使われる白ワイン用ブドウ品種は、ソーヴィニヨン・ブ

ラン（柑橘類の風味、爽やかな酸、ミネラル）と、セミヨン	

（杏や蜂蜜の風味、まろやかさ）で全体の約9割を占め（順

に42、47％）、石灰質や粘土質土壌で育てられたこの2品	

種を主に、アッサンブラージュ（ブレンド）しています。

そのスタイルは大きく分けて 2つ。ステンレスタンク

で醸造される、爽やかで果実味豊かな早飲みタイプは、

ガロンヌ川とドルドーニュ川に挟まれた AOC（原産地呼

称統制）アントル・ドゥ・メールなどで造られます。一

方、樽熟成を経た、より複雑で深みのあるタイプには、5

～ 20 年の熟成に耐えるものもあり、特に、アントル・

ドゥ・メールとガロンヌ川の対岸で隣接する AOCグラー

ヴや AOCペサック・レオニャン（ボルドー5大シャトー

の一つ、オー・ブリオンはここが産地）で造られたものは、

上質で気品にあふれたワインとなります。

AOCグラーヴ内で、より厳しい条件を満たした北部の

10の村に与えられたのが AOCペサック・レオニャンで、

今回ご紹介するシャトー・カルボニューはその一つであ

るレオニャン村にあります。13世紀から続く老舗のワイ

ナリーですが、1956 年にマルク · ペラン氏が購入し全

てを一新、現在は 3人の孫たちの運営により、さらに品

質が向上しています。所有畑 92ヘクタールの約半分が

白ワイン用（65%ソーヴィニヨン・ブラン、35%セミ

ヨン）。ブドウは手摘みで収穫後、区画ごとに別々の樽で

発酵、澱と共に 10カ月熟成させます。それぞれの樽の

ワインの個性を生かし丁寧に調合することで、エレガン

トでバランスの良い、長熟可能なタイプが生まれます。

淡い黄色に仄かな緑が差し色のこのワイン。レモンや

ピンクグレープフルーツの新鮮な酸味、芳しい白い花の香

りに、樽からくる泡立てた卵白のようなクリーミーで優

しい風味が混ざり合い、そのふんわりと柔らかいテクス

チャーは出来立てのスフレのよう。優美で滑らかな余韻と

共に、心地良い穏やかな時間が、ゆっくり流れていきます。

2018年もの（29€）は、夏から秋の熱い太陽のお陰

で生命力もみなぎり、これから 7、8年は飲み頃が続く

でしょう。	 （鈴木 かづみ）

Château Carbonnieux Blanc
シャトー・カルボニュー・ブラン

【生産地】
フランス・ボルドー地方・グラー
ヴ地区・ペサック・レオニャン

【ブドウの品種】
ソーヴィニヨン・ブラン 70%、
セミヨン 30%（2018 年ヴィ
ンテージ）

【ワインひとくちメモ】
アッサンブラージュは、数種類
のブドウ品種をブレンドするワ
イン造りの手法で、ボルドーワ
インの特徴の一つ。芽吹きや
収穫期の違う品種を揃えること
で、天候被害など栽培のリスク
を軽減できることや、個々の品
種の特徴を生かしつつ、味わい
のバランス、飲み頃などを調整
できることが主な理由。品種や
割合の組み合わせは、シャトー
によってさまざまです。

Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店   TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店   TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはスペイン日通バルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988	 FAX +34-93-262-3130
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眠りと自律神経の関係
眠りは生命維持に欠かせない大切なもので、睡眠中などの深い休

息時のみに細胞の再生や修復が行われます。そのため、寝不足や睡

眠障害などで十分な休息が取れない場合には、その日のメンテナン

スが行き渡らない状態で翌朝を迎えることになります。眠りは、自

律神経のうち副交感神経によってコントロールされるため、自律神

経が乱れると、寝付きが悪い、眠りが浅い、夜中や起床時間前に目

が覚める、などの問題が生じます。慢性化すると毎日少しずつ負担

が大きくなるので、早めに対処するのが理想的です。

眠りのチェックポイント
一般的に理想的とされる成人の睡眠時間は、7～ 9時間。体内時

計に関係する遺伝子情報の違いから、理想的な睡眠時間は個人個人

で多少異なります。理想的な就寝時間は午後10時かそれより前で、

午後10時から午前2時までの4時間は、眠りのゴールデン・タイ

ムとも呼ばれています。この時間帯に眠っていると、1時間につき

2時間分の休息が得られるという説もあるので、理想的な睡眠の必

須事項に加えると良いでしょう。

時間帯に加え、自律神経や体機能を調整することも良質な眠りを

サポートします。光が視覚神経を通して脳を刺激するため、夕食後

は部屋の照明を落とし、就寝2時間前までに携帯電話やタブレット

などの使用を終了するのが理想的で

す。遅い夕食や暴飲暴食も眠りを浅

くするので、習慣化しないように気

をつけましょう。日々のストレスや

心配事が睡眠障害の原因になってい

る場合には、ネガティブ思考をポジ

ティブに上書きしてから就寝するこ

とも有効な対策となります。

朝の目覚めとホルモンの関係
毎晩の快眠でしっかり充電するに越したことはありませんが、も

し朝の目覚めがエネルギーに満ちた爽やかなものでなければ、起床

時に最大値まで上がっているはずのコルチゾール（ホルモン）が上

がっていないサインかもしれません。腸内細菌環境の崩れや炎症な

どもコルチゾール値と関係するので、自分でいろいろ試しても改善

されない睡眠障害や朝の倦怠感などは、専門家に相談するのがお勧

めです。簡単にできる唾液検査で一日を通してのコルチゾール値を

チェックし、尿検査で神経伝達物質の代謝状況を調べれば、どの部

分がうまく機能していないかがある程度わかります。全く同じ症状

でも、原因は人によって異なるため、検査結果から個人に合う対処

法を割り出すことが最善策となりそうです。

良質の眠りと朝の目覚め
毎日必要な眠り。その質の違いは、健康度に大きな差を与えるかもしれません。

日頃のストレスが原因で、理想的な眠りから遠のいている人が増えているようなので、
快適な眠りと目覚めを得ているかを定期的にチェックしてはいかがでしょう。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

充実した異文化交流プログラム
地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学
研修、UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science 
Workshop、年3回のHome stay、現地校短期留学など。

急な海外赴任の場合には、編入学についていつでもご相談下さい。

Guildford Road, Rudgwick, West Sussex RH12 3BE
 Tel: +44(0)1403 822 107  Email: eikoku@rikkyo.uk

詳しくはHPをご覧下さい。www.rikkyo.co.uk

イギリスで学ぶ
様々な文化交流活動を通して
歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

〈オンライン個別相談〉
午前9時～午後6時（イギリス時間）随時受け付け中。 ※お申し込み方法は本校ホームページ（学校説明会情報）をご覧ください。
〈2021年度9月編入（詳細はホームページをご覧ください。）〉
出願期間：2021年5月31日～2021年6月11日／募集人数：若干名／一次試験：書類審査／二次試験：2021年6月20日、日本・英国で実施

一人一台のラップトップ

全教室にインタラクティブボード

校内全域Wifi完備

本格的ICT化本格的ICT化

オンライン
学校説明会実施中
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )

23

毎年6月に開催されるウィンブルドン選手権を楽しみにしている人

も多いでしょう。全豪、全仏、全米オープンと共に、グランドスラム

と称されるテニスの4大国際大会の一つで、夏の風物詩にもなってい

ます。今回は、テニスの始まりについて取り上げていきます。

　テニスの起源には諸説ありますが、そのひとつは古代エジプトで

球を打ち合う球技が宗教的な儀式として行われていたというもの。

テニスの原型として一般的に知られているのは、12世紀頃からフラ

ンスの修道院で始まったジュ・ド・ポーム（手のひらの競技の意）。修道

院の中庭や室内に線を引き、手のひらや手袋を使ってボールを打ち合う

もので、貴族や僧侶たちの遊びとして盛んになりました。現在のように	

ラケットが使われるようになったのは、16世紀頃といわれています。

テニスという名称は、フランス語でつかむという意味の動詞「tenir」

の命令形「tenez」に由来するという話が有力です。ジュ・ド・ポームは、

ヨーロッパ各国に広がりましたが、英国王のヘンリー8世も愛好者の

一人で、イギリスではリアル・テニス、コート・テニス、ロイヤル・

テニスなどと呼ばれて人気を集めました。

1870年代、イギリス人のヘンリー・ジェムが、ペロタというバス

ク地方の球技とラケットを合体させたスポーツを発案し、世界初のテ

ニスクラブを創設しました。一方、1873年には同じくイギリス人の

ウォルター・クロプトン・ウィングフィールドがスフェリスティキと

いう球技で特許を取得。これは芝生の上でラケットとネットを使って

競技するため、ローンテニスと呼ばれるようになりました。この2つ

が近代テニスの始まりといわれています。

1877 年に世界初のアマチュア大会である第 1回ウィンブルドン

選手権が開催されました。1891 年にフランス選手権（全仏オープ

ン）、1905年にオーストラレージアン・テニス選手権（全豪オープン）	

がスタート。米国では1881年に第 1回全米シングルス選手権（全米

オープン）が開催。以降、テニスは米国を中心に盛り上がり、1900

年には男子の国別対抗戦であるデビスカップが始まりました。 

現在では、世界中でたくさんの人に楽しまれており、日本からも大

坂なおみ選手や錦織圭選手など実力ある人気プレイヤーが生まれてい

ます。	 （名取 由恵）

テニスの歴史



■	イギリス（国番号 +44）/ アイルランド
	 ロンドン &グラスゴー、ダブリン
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)20-8737-4200
	 マンチェスター•••••••• (0)161-436-7500
	 ニューカッスル•••••••• (0)191-519-7950
	 イーストミッドランド
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)1332-850-770
■	イタリア（+39）
	 ミラノ••••••••••••••••••••••••••02-21698-972

■	オランダ（+31）
	 アムステルダム•••••••• (0)20-5005200
■	スイス（+41）
	 チューリッヒ••••••••••••• (0)44-836-9966
	 ジュネーブ••••••••••••••••• (0)22-929-0310
■	ドイツ（+49）
	 デュッセルドルフ••••(0)211-90495-0
	 フランクフルト &シュトゥットガルト
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)69-68974-584
	 ハンブルグ••••••••••••••••• (0)40-73112-194
	 ミュンヘン••••••••••••••••• (0)89-37426-353
■	オーストリア（+43）
	 ウィーン•••••••••••••••••••••• (0)1-7007-35411

■	フランス（+33）
	 パリ•••••••••••••••••••••••••••••• (0)1-4184-6350
■	ベルギー（+32） / ルクセンブルグ
	 ブリュッセル••••••••••••• (0)2-7517814/5
■	スペイン（+34）
	 マドリッド•••••••••••••••••91-748-0862
	 バルセロナ•••••••••••••••••93-552-2986
■	ポルトガル（+351）
	 リスボン••••••••••••••••••••••21-842-9520
■	ハンガリー（+36）
	 ブタペスト••••••••••••••••• (0)29-553-807
■	チェコ（+420）
	 プラハ••••••••••••••••••••••••••255-707-491

■	ポーランド（+48）
	 ワルシャワ••••••••••••••••• (0)22-878-3208
■	ケニア（+254）
	 ナイロビ•••••••••••••••••••••• (0)20-4938310

■	トルコ（+90）
	 イスタンブール•••••••• (0)212-465-6934

■	アラブ首長国連邦（+971）
	 ドバイ•••••••••••••••••••••••••• (0)4-282-0417

■	ロシア（+7）
	 モスクワ•••••••••••••••••••••• (0)495-609-6023
	 サンクトペテルブルグ
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)812-335-7626

引越のご用命は
次の事務所へどうぞ

忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も日本での引越も
日通グループがお世話致します日通グループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッ
フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店
から日本全土にお届けします。から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作
業を指揮いたします。業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ
ください。ください。

きめ細かなサービスが自慢ですきめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先
立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から
送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。


